
令
和
元
年
1
2
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
5
号
(4
) 
 

令
和
元
年
1
2
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
5
号
(1
)  

 

 
 

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

    
12

/1
6

12
/1

6
12

/1
6

12
/1

6～ ～～～
2/
15

2/
15

2/
15

2/
15

    
問
い
合
わ
せ
：
近
隣
セ
ン
タ
ー
 
0
4
-7
1
7
3
-9
5
3
1
 

※
2
0
1
9
年
11

月
2
1
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

近
隣

近
隣

近
隣

近
隣

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

休
館

日
休
館

日
休
館

日
休
館

日
    

1
2
1
2
1
2
1
2
月 月月月
1
6
1
6
1
6
1
6
日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）
    

1
2
1
2
1
2
1
2
月 月月月
2
9
2
9
2
9
2
9
日 日日日
（

日
（

日
（

日
（

日
） ）））
    

～ ～～～
    

1 111
月 月月月
3 333
日

（
日

（
日

（
日

（
金

）
金

）
金

）
金

）
    

1 111
月 月月月
2
0
2
0
2
0
2
0
日
（

日
（

日
（

日
（

月 月月月
） ）））
    

 

た
だ
き
、
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
で
も
避
難

所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
内
、
台
風
1
9
号
の
事
案
で
は
、

セ
ン
タ
ー
で
男
性
2
名
、
ふ
る
さ
と
会
館

で
女
性
2
名
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
ま
し

で
自

主
避

難
所

を
開

設
し

ま
し

た
。
富
里
地

域
に

お
い

て
は
、
豊
町

東
町

会
成

年
部

等
の

皆
さ

ん
に

御
協

力
い

 
今
秋
は
、
台
風
の
襲
来
に
見
舞
わ
れ
甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た
日

本
列
島
。
そ
の
中
で
、
本
市
に
も
影
響
の
大
き
か
っ
た
9
月
の
台

風
1
5
号
、
1
0
月
の
台
風
1
9
号
で
は
、
市
内
全
近
隣
セ
ン
タ
ー

 

～ ～～～
    
低
温
や
け
ど
に

低
温
や
け
ど
に

低
温
や
け
ど
に

低
温
や
け
ど
に
注
意
し
て

注
意
し
て

注
意
し
て

注
意
し
て
    
～ ～～～
 

「
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
」
 

相
談
窓
口
：
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：
1
8
8
 

電
話
：
0
4
-7
1
6
4
-4
1
0
0
 

 

低
温
や
け
ど
 

・
心
地
よ
い
温
度
で
も
長
時
間
体
の
同
じ
部
分
に
触
れ
続
け
て
い
 

る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る
や
け
ど
 

原
因
 

・
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
・
湯
た
ん
ぽ
・
電
気
あ
ん
か
・
こ
た
つ
・
 

 
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
長
時
間
の
使
用
 

症
状
は

ゆ
っ
く
り
進
行
し
、
皮
膚
が

赤
く
腫
れ
る
・
水
ぶ
く
れ

な
ど
の
軽

傷
か
ら
、
皮
下
組
織
が
壊
れ

る
重
症
の
や
け
ど
を
負
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

防
ぐ
に
は
 

・
肌
に
直
接
ふ
れ
な
い
。
 

・
体
の
同
じ
個
所
を
長
時
間
温
め
な
い
。
 

・
タ
イ
マ
ー
を
短
く
設
定
し
、
つ
け
っ
放
し
に
し
な
い
こ
と
 

痛
み
や
違
和
感
が
あ
る
時
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時
 

イ
ベ
ン
ト
名
 

窓
口
 

1
2
月
 
1
8
日
(水
) 

11
:0
0
～
 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
1
3
:3
0
～
 

地
区
勉
強
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
区
社
協
部
会
 

1
月
 

8
日
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
0
:0
0
～
 

富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
11

日
(土
) 

1
0
:0
0
～
 

定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
さ
と
協
議
会
 

 
1
2
:0
0
～
 

新
春
懇
親
会
（
朝
日
会
館
）
 

ふ
る
さ
と
協
議
会
・
防
犯
協
会
 

 
1
4
日
(火
) 

1
0
:0
0
～
 

母
と
子
の
集
い
（
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
 

 
1
5
日
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
1
6
日
(木
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2
0
日
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2
6
日
(日
) 

11
:0
0
～
 

緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
3
0
日
(木
) 

 
日
帰
り
研
修
 

地
区
社
協
部
会
 

2
月
 

1
日
(土
) 

1
0
:0
0
～
 

定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
さ
と
協
議
会
 

 
3
日
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
5
日
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
2
日
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 

た
。

強
風

が
吹

き
荒

れ
る

中
、

一
時

激
し

く
雨

が
叩

き
つ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

し
た

が
、

無
事

に
朝

を
迎

え
帰

宅
さ

れ
る

際
に

は
「

お
陰

で
安

心
し

て
過

ご
せ
ま
し
た
」「

と
て
も
親
切

に
し

て
も

ら
い

感
謝

し
て

い
ま
す
」「

避
難
者
同
士
で

お
話

を
す

る
こ

と
が

出
来

て
、

お
友

達
に

な
り

ま
し

た
」

と
い

っ
た

お
言

葉
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
 

一
方
で
は
「
避
難
所
開
設
の
お
知
ら
せ
は
十
分
だ
っ
た
の
か
」

「
避

難
し
た
く
て

も
、
避
難
所
ま

で
行
け
な
い

人
も
い
た
の

で
は
な
い
か
」「

平
日
の
昼
間
の
対
応
だ
っ
た
ら
、
要
員
を
確
保
で

き
た

か
」
等
々
、

課
題
も
残
さ
れ

ま
し
た
。
私

た
ち
が
気
付

か
な
い

事
項
も
あ
る

と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の

お
声
も
お
聞

か
せ
く

だ
さ
い
。
こ

う
し
た
課
題
は

、
一
つ
一
つ

出
来
る
と
こ

ろ
か
ら
改
善
し
て
い
く
所
存
で
す
。
自
助
･
共
助
・
公
助
、
各
々
の

役
割

が
機
能
し
て

安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
地
域

を
実
現
し
た

い
も
の
で
す
。
 

来
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

発
行
：
柏

市
富
里

地
域
ふ

る
さ
と

協
議
会

・
富
里

地
区
社

協
部
会
 

h
tt
p
:/
/w
w
w
.f
k
-t
om
is
a
to
.n
et
/ 

「
柏

市
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か

ら
南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い

ま
す

。
近

隣
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
、

町
会

の
垣

根
を

越
え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 

編
集
・
制

作
：
広

報
部
 
k
oh
o@
fk
-t
om
is
a
to
.n
et
 
 

お
問

合
せ

：
℡
 
0
4
0
4
0
4
0
4
- ---7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3
- ---9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1（

富
里
近

隣
セ

ン
タ

ー
）

（
富

里
近

隣
セ

ン
タ

ー
）

（
富

里
近

隣
セ

ン
タ

ー
）

（
富

里
近

隣
セ

ン
タ

ー
） 

厚
労
省
・
文
科
省
主
導
で
、
待
機
児
童
対
策
や
児
童
の
安
心

安
全
な
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
新
・
放
課
後
子
ど

も
総
合
プ
ラ
ン
」
の
5
か
年
計
画
が
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
地

域
の

柏
第

三
小
、

豊
小
で

も
放

課
後

の
学

校
生

活
を

充
実

さ
せ

る
べ

く
様
々

な
ク
ラ

ブ
活

動
が

実
施

さ
れ

て
い

ま
す
。
 

富
里
地
域
の
小
学
校
の
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

富
里
地
域
の
小
学
校
の
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

富
里
地
域
の
小
学
校
の
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

富
里
地
域
の
小
学
校
の
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。
    

柏
第
三
小

柏
第
三
小

柏
第
三
小

柏
第
三
小
で
は
運
動
部
・
吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
の
三
つ
の
部

活
が

あ
り

、
年

間
通

し
て

朝
練

習
と

放
課

後
を

中
心

に
行

っ
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
・
返
事
・
部
活
に
か
け
る
思
い
。
こ
の

三
つ
を
大
事
に
し
な
が
ら
，
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一

つ
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

，
全

員
で

次
の

ス
テ

ッ
プ
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
 

【
髙
山
教
頭
先
生
】

豊
小

豊
小

豊
小

豊
小

で
は
、
陸
上
部
・
金
管
ク
ラ
ブ

を
火
/金

曜
日
の
始
業
前

(7
:3
0
か
ら
8
:3
0
ま
で
)と

木
曜
日
を
除
く
週
日
の
放
課
後
3
0

分
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
 

2
0
1
9
年
度
の
活
動
は
 

運
動
部

運
動
部

運
動
部

運
動
部
： ：：：「

ミ
ニ
バ
ス
ケ
教
室
の
柏

市
大
会
」
（
2
戦
2
勝
）
 

「
柏
市

小
学
校

陸
上
競

技
大
会
」（

総

合
4
位
）
 

「
駅
伝
大

会
」
(
2
月
の

柏
市
大
会

に

向
け
練
習

に
励
ん

で
ま
す

。
) 

吹
奏

楽
部

吹
奏

楽
部

吹
奏

楽
部

吹
奏

楽
部

： ：：：
「

千
葉

県
吹

奏
楽

コ
ン

ク
ー
ル
」

(金
賞
：
県

代
表
）
 

子
供
達
か
ら

子
供
達
か
ら

子
供
達
か
ら

子
供
達
か
ら
： ：：：
「
目

標
に
向

か
っ

て
自
分

た
ち
皆

で
一
緒

に
話
し

合
い
、
色
々
な
事
に
挑
戦
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
と
っ
て
も
楽
し

い
で
す
」
各
部
か
ら
同
じ
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
 

柏
第
三
小
学
校
・
豊
小
学
校
 

「
東

関
東

吹
奏

楽
コ

ン
ク
ー
ル

」
（
金
賞

）
他

の
大

会
・

各
種

発
表

会
に
出

場
す
る

。
 

合
唱

部
合

唱
部

合
唱

部
合

唱
部

： ：：：
柏

市
内

の
小

学
校

で
唯

一
継

続

し
て
い
る

部
活
で

す
。「

Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
学

校
音
楽

コ
ン
ク

ー
ル
 
千

葉
県
大
会

」
（
奨

励
賞
）
「
柏
市

小
中
学

校
音
楽

発
表
会

」
出
場

。

「
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

文
化

祭
」

で
発

表
。
 

 

先
生

方
よ

り
先

生
方

よ
り

先
生

方
よ

り
先

生
方

よ
り

： ：：：
「

地
域

の
皆

さ
ん

が
子

供
た

ち
の

部
活

練
習

の
指

導
に

ご
参

加
し

て
頂

け
れ

ば
大

変
助

か
り

ま
す
」
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。
 

陸
上

部
：

陸
上

部
：

陸
上

部
：

陸
上

部
：

ミ
ニ

バ
ス

ケ
は

市
大

会
出

場
に

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

当
て

て
4
月
か
ら
6
月
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
1
0

月
の
大
会
に
向
け
て
、
短
距
離
1
0
0
ｍ
、
8
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
中
距

離
男
子
1
0
0
0
ｍ
女
子
8
0
0
ｍ
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、

ボ
ー
ル
ス

ロ
ー

、
男
女

リ
レ
ー
1
0
0
ｍ
ｘ
4
、
そ

し
て
１

月
末

の
駅

伝
大

会
等

、
生

徒
に

い
ろ

い
ろ

な
種

目
を

体
験

さ
せ

て
い

ま
す
。
大
会
出
場
や
、
隔
週
の
グ
ラ
ン
ド
一
周
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

を
通
じ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
 

【
山
口
先
生
】

金
管
ク
ラ
ブ
：

金
管
ク
ラ
ブ
：

金
管
ク
ラ
ブ
：

金
管
ク
ラ
ブ
：
4
～
6
年
生
3
5
名
に

よ
る

金
管

楽
器

の
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
で

す
。
 

「
ゆ
ず
り
葉
コ
ン
サ
ー
ト
」
他
各
種

コ
ン
ク
ー
ル
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン

ト
で

演
奏

活
動

を
実

施
し

て
い

ま
す
。
 

部
員

同
士
が
仲

良
く
、
先
輩
が
後

輩
を
自
主

的
に
指
導
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
  
 
 
 
 
 
 
【
中
村
先
生
】

子
供
達
か
ら
：

子
供
達
か
ら
：

子
供
達
か
ら
：

子
供
達
か
ら
：「

他
の
学
年
・
ク
ラ
ス
の
生
徒
達
と
一
緒
の
練
習

が
で

き
る
こ
と

が
楽
し
い

で
す

」
、
「

自
分
達
で

目
標
を
立
て

練
習
を
積
み
、
達
成
し
て
い
く
事
に
張
り
合
い
を
感
じ
ま
す
」
 

 父
兄
の
声
：

父
兄
の
声
：

父
兄
の
声
：

父
兄
の
声
：「

自
分
で
目
標
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま

し
た

」
、
「

生
活

態
度

に
メ

リ
ハ

リ
が

つ
く

よ
う

に
な

っ
た

」
、
「

大
会
や
発

表
会
の
時
以
外

に
も
、
練

習
を
参
観

し
た

い
で
す
」
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毎

年
2

月
初

午
祭

と
７

月
香

取
神
社
祭
で
は
、

各
町

会
の

方
々

に
朝

日
会

館
に

来
館

い
た

だ
い

て
お
り
馴
染
み
の
あ
る
会
館
で
す
。
今
月
は
そ
の
朝
日
会
館

の
由
来
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

 
旧
朝
日
会
館
は
昭
和
6
0
年
1
0
月
に
解
体
さ
れ
る
ま
で

の
3
8
年
間
、
当
町
会
は
勿
論
、
他
地
域
社
会
の
た
め
に
有

意
義

に
活

用
さ
れ
て
き
た
。

終
戦
当
時
、
日

本
人

は
心

身
と

も
に

空
虚

で
あ
り
、
こ
う

し
た

時
に

当
地

に
住

ん
で

い
た

韓
国

の
方

々
の

好
意

に
よ
り
建
築
、

朝
日
会
館
・
チ

ョ
ウ
ニ

チ
カ
イ

カ
ン
と

命
名

さ
れ

町
会

へ
寄

贈
さ

れ
、
こ

の
善
意

は
希
望

を
失

っ
た

人
々
に

活
気
と

勇
気

を
も

た
ら
し

ま
し
た

。
そ

の
後

、
経
済

が
高
度

成
長

と
と

も
に
「

ア
サ
ヒ

カ
イ

カ
ン

」
に
変

更
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
更
に
年
を
経
て
経
年
劣
化
（
雨
漏
り
、
土
台
腐

食
）
が
進
み
、
再
建
す
る
か
大
修
理
す
る
か
が
町
会
の
重
点
課

題
と
な
り
、
当
時
の
町
会
役
員
間
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
建

設
資

金
は

市
の

補
助

金
と

寄
付

金
で

再
建

す
る

こ
と

に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
資
金
の
心
配
は
「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
や
す
し
」

で
町
会
会
員
の
理
解
と
賛
同
と
で
快
く
寄
付
金
に
応
じ
、
こ
こ

に
昭
和
6
0
年
1
0
月
吉
日
に
青
木
建
設
株
式
会
社
と
『
新
朝

日
会
館
の
建
設
契
約
』
を
結
び
、
翌
3
月
末
日
に
落
成
し
て
落

成
式
典
を
執
り
行
い
、現

在
3
3
年
間
に
わ
た
り
活
用
中
で
す
。

 ※
昭
和
6
1
年
3
月
「
ど
ん
ぐ
り
N
o.
1
0
号
」
に
掲
載
さ
れ
た

大
塚
正
吾
会
長
（
当
時
）
の
原
稿
よ
り
抜
粋
。
 

 
 
 
 
 
  
 
（
町
会
長
 
島
田
英
司
）

＝ ＝＝＝
    
朝
日
会
館

朝
日
会
館

朝
日
会
館

朝
日
会
館

と ととと
通
一
丁
目

通
一
丁
目

通
一
丁
目

通
一
丁
目

町 町町町
会 会会会
    
＝ ＝＝＝
    

通
一
丁

目
通
一
丁

目
通
一
丁

目
通
一
丁

目
町
会

町
会

町
会

町
会

編 編編編
    

 
｢
あ

さ
ひ

サ
ロ

ン
｣
は

隔
月

の
日

曜
日
、
朝
1
0
時
か
ら
中
央
2
丁
目

2
-3
4
の
朝
日
会
館
で
通
一
丁
目
町

会
の

お
年

寄
り

(
?
)
が

三
々

五
々

 
体
育
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
し

地
域

住
民

の
交

流
と

健
康

増
進

に
向

け
た

事
業

を
推

進
し

て
お
り
ま
す
。
主
な
行
事
は
、
春
、

は
、
前
々
日
か
ら
の
雨
が
続
き
、

グ
ラ

ン
ド

の
整

備
を

役
員

で
行

い
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
2

秋
開
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
ハ
イ

キ
ン
グ
と
1
0
月
の
ふ
れ
あ
い
体
育
祭
  
そ
の
他
、
協
議
会

の
各

イ
ベ

ン
ト

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

本
年

の
体

育
祭

体
育
部

体
育
部

体
育
部

体
育
部

    

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

活
動

活
動

活
動

活
動

を ををを
通 通通通

じ
て

じ
て

じ
て

じ
て
 

Ｔ
シ

ャ
ツ

を
着

て
体

育
祭

の
余

韻
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
3

位
以
内
を
目
指
し
ま
す
！
 

集
ま
り
賑
や
か
に
日
常
の
話
題
を
お
喋
り
し
て
い
ま
す
！
 

写
真
は
1
0
月
2
0
日
(
日
)の

｢
ふ
れ
あ
い
の
集
い
体
育
祭
｣

後
の
町
会
の
反
省
会
の
様
子
で
す
。
今
年
か
ら
揃
え
た
黄
色
の

（
あ
さ
ひ
サ
ロ
ン
代
表
世
話
人
 
下
山
幸
一
）

楽 楽楽楽
し

く
お

し
ゃ

べ
り

し
く

お
し

ゃ
べ

り
し

く
お

し
ゃ

べ
り

し
く

お
し

ゃ
べ

り
    

こ
ん

な
活

動
を

し
て

い
ま

す
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

ま
す

こ
ん

な
活

動
を

し
て

い
ま

す
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

ま
す

    

千
名
を
越
え
、
得
点
競
技
は
各
町
会
盛
り
上
が
り
の
中
、
無

事
故
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
優
勝
は

緑
ヶ
丘
町
会
、
惜
し
く
も
4
点
差
で
富
里
町
会
が
準
優
勝
で

し
た
。
 

来
年
も
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
企
画
で
、
地
域
の

皆
様
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。
 

（
部
長
 
宍
戸
一
郎
）

あ
さ

ひ
サ

ロ
ン

あ
さ

ひ
サ

ロ
ン

あ
さ

ひ
サ

ロ
ン

あ
さ

ひ
サ

ロ
ン

    

柏 柏柏柏
第

三
小

学
第

三
小

学
第

三
小

学
第

三
小

学
校 校校校
 

 
4
月
1
日
に
柏
第
三
小
学
校
に
着
任
し
ま
し

た
髙
山
邦
美
（
く
に
み
）
と
申
し
ま
す
。
半
年
が

過
ぎ

、
柏

三
小

は
素

晴
ら

し
い

学
校

だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
三
小
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
、

素
直
で
あ
い
さ
つ
が
上
手
で
す
。
立
ち
止
ま
り
、
お
じ
ぎ
を
し
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

何
事

に
も

一
生

懸
命

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

、
高

学
年

が
下

学
年
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
 

 
次

に
、

保
護

者
の

皆
樣

が
学

校
の

た
め

に
活

動
し

て
く

だ
さ

い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
清
掃
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野

を
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
が

携
わ
り
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
 

 
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
が
、「

お
ら
が
三
小
」
と
学
校
を
慕
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
朝
の
体
操
を
校
庭
で

行
っ
た
り
、

散
歩
を
し
た
り
、
休

日
は
公
園
と
な
り
た
く
さ
ん

の
皆
様
が
遊

び
に
き
ま
す
。
ま
た

、
児
童
の
安
全
を
考
え
、
登

下
校
の
見
守

り
を
し
て
く
だ
さ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
 

 
地
域
に
根
ざ
す

、
み
ん
な
が
大
好
き
な
三
小

を
今
後
も
益

々
発
展
し
て
い
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
三
小
に

勤
務
で
き
、
地
域
の

皆
様
と
出
会
え
た
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら

、
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

（
教
頭
 
髙
山
邦
美
）

第 第第第
3
8
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83
8

3
8
回 回回回
    
ふ

れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

    
体
育

祭
体
育

祭
体
育

祭
体
育

祭
    

体
育
部
（

体
育
部
（

体
育
部
（

体
育
部
（
1
0
1
0
1
0
1
0
月 月月月
2
0
2
0
2
0
2
0
日
）

日
）

日
）

日
）
    

 
前

々
日

ま
で

の
雨

で
開

催
が

危
ぶ

ま
れ

た
体
育
祭
で
す
が
、
大

会
役

員
の

努
力

の
甲

斐
あ
っ
て
、
穏
や
か
な

秋
晴
れ
の
下
、
柏
第
三

小
学

校
校

庭
に

て
開

催
し
ま
し
た
。
 

 
富

里
町

会
と

緑
ヶ

丘
町

会
と

の
激

し
い

優
勝
争
い
の
末
、
富
里

順
位
 

町
会
 

得
点
 

1
位
 

緑
ヶ
丘
町
会
 

4
2
5
 

2
位
 

富
里
町
会
 

4
2
1
 

3
位
 

豊
町
東
町
会
 

3
8
4
 

4
位
 

通
一
・
泉
町
町
会
 

3
6
0
 

5
位
 

豊
町
西
町
会
 

3
3
3
 

6
位
 

栄
町
町
会
 

2
9
4
 

 

町
会
の
3
連
覇
を
阻
止
し
、
緑
ヶ
丘
町
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

7
町
会
か
ら
の
多
数
の
方
が

参
加
し
て
、
各
町
会
の
テ
ン
ト

と
色

と
り

ど
り

の
応

援
の

旗
に

囲
ま

れ
た

グ
ラ

ウ
ン

ド
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第 第第第
3
6

3
63
6

3
6
回 回回回
    
ふ

れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

    
文
化

祭
文
化

祭
文
化

祭
文
化

祭
    

文
化
部
（

文
化
部
（

文
化
部
（

文
化
部
（
11 111
1
11

月 月月月
2 222
日 日日日
, , , , 
3 333
日 日日日
） ）））
    

 
第
3
6
回
文
化
祭
が
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
 

富
里
地
区
の
小
学
校
児
童
や
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
園
児
の
絵
や

書
と
工
作
、
個
人
や
サ
ー
ク
ル

の
絵
画
・
書
･手

芸
・
生
け
花

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
柏
三
小
合

唱
部

の
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

や
柏

マ
ジ

シ
ャ

ン
ク

ラ
ブ

の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
館
前
駐
車
場
で
は
、
7

町
会
に
よ
る
模
擬
店
の
出
店
や
ド

ラ
ム
サ
ー
ク
ル
の
実
演
で
来

場
し
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
 

今
年
は
明
治
2
年
の
豊
四

季
開

拓
か

ら
1
5
0

年
を

迎
え
、「

豊
四
季
1
5
0
年
展
」
と

し
て
年
表
と
地
域
周
辺
の
変

遷
を
写
し
た
写
真
や
資
料
が

和
室
に
展
示
さ
れ
、
来
場
者

が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

料
理

料
理

料
理

料
理

教
室

教
室

教
室

教
室

    

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

（ （（（
11 111
1
11

月 月月月
1
2
1
2
1
2
1
2
日
）

日
）

日
）

日
）
    

野
外
炊

飯
野

外
炊

飯
野

外
炊

飯
野

外
炊

飯
・ ・・・
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
    

児
童

児
童

児
童

児
童

保
健
福
祉
部
、

保
健
福
祉
部
、

保
健
福
祉
部
、

保
健
福
祉
部
、

防
犯
防
災

防
犯
防
災

防
犯
防
災

防
犯
防
災

部
（

部
（

部
（

部
（
11 111
1
11

月 月月月
2
3
2
3
2
3
2
3
日
）

日
）

日
）

日
）
    

 
お
正

月
向

け
の

美
味

し
い
ご

馳
走

を
、

西
部

光
美

先
生
に

シ
ン
プ
ル
な
レ
シ
ピ
で
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
 

 
鶏
団

子
の

つ
く

ね
煮

、
日
の

出
え

び
の

マ
リ

ネ
、

パ
イ
ナ

ッ
プ

ル
き

ん
と

ん
、

キ
ュ

ー
リ
カ

ッ
プ

な
ど

を
作

り
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
食
べ
や
す
く
、
キ
レ
イ
で
日

持
ち
も

す
る

の
で

、
嬉
し

い
で

す
」
、
「
お

餅
が
美

味
し

か
っ

た
で
す
」
と
好
評
で
し
た
。
 

今
回
は

朝
か
ら
あ
い
に
く

の
雨
で
し

た
が
、
大
勢
の
子

供
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

予
定
し

た
行
事
の
屋
外
炊

飯
と
消
火

訓
練
は
中
止
と
な

り
ま
し

た
が

、
変

わ
り

に
、
屋
内
で
の
ゲ

ー
ゴ

ル
ゲ

ー
ム

や
防

災
ビ

デ
オ

の
鑑

賞
を

楽
し

み
ま

し
た

。
ま

た
、
東
部
消
防
署

の
消

防
士

に
よ

る
防

火
活

動
服

と
防

疫
防

護
服

の
着
用
実
技
に
子
供
た
ち
は
興
味
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

お
昼
に

は
子
供
会
の
お
母

さ
ん
と
子

供
た
ち
が
作
っ
た

カ
レ
ー

ラ
イ
ス
と

蒸
か
し
イ
モ
を
堪
能
し
て
、

毎
回
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

を

終
え
ま
し
た
。
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毎

年
2

月
初

午
祭

と
７

月
香

取
神
社
祭
で
は
、

各
町

会
の

方
々

に
朝

日
会

館
に

来
館

い
た

だ
い

て
お
り
馴
染
み
の
あ
る
会
館
で
す
。
今
月
は
そ
の
朝
日
会
館

の
由
来
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

 
旧
朝
日
会
館
は
昭
和
6
0
年
1
0
月
に
解
体
さ
れ
る
ま
で

の
3
8
年
間
、
当
町
会
は
勿
論
、
他
地
域
社
会
の
た
め
に
有

意
義

に
活

用
さ
れ
て
き
た
。

終
戦
当
時
、
日

本
人

は
心

身
と

も
に

空
虚

で
あ
り
、
こ
う

し
た

時
に

当
地

に
住

ん
で

い
た

韓
国

の
方

々
の

好
意

に
よ
り
建
築
、

朝
日
会
館
・
チ

ョ
ウ
ニ

チ
カ
イ

カ
ン
と

命
名

さ
れ

町
会

へ
寄

贈
さ

れ
、
こ

の
善
意

は
希
望

を
失

っ
た

人
々
に

活
気
と

勇
気

を
も

た
ら
し

ま
し
た

。
そ

の
後

、
経
済

が
高
度

成
長

と
と

も
に
「

ア
サ
ヒ

カ
イ

カ
ン

」
に
変

更
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
更
に
年
を
経
て
経
年
劣
化
（
雨
漏
り
、
土
台
腐

食
）
が
進
み
、
再
建
す
る
か
大
修
理
す
る
か
が
町
会
の
重
点
課

題
と
な
り
、
当
時
の
町
会
役
員
間
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
建

設
資

金
は

市
の

補
助

金
と

寄
付

金
で

再
建

す
る

こ
と

に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
資
金
の
心
配
は
「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
や
す
し
」

で
町
会
会
員
の
理
解
と
賛
同
と
で
快
く
寄
付
金
に
応
じ
、
こ
こ

に
昭
和
6
0
年
1
0
月
吉
日
に
青
木
建
設
株
式
会
社
と
『
新
朝

日
会
館
の
建
設
契
約
』
を
結
び
、
翌
3
月
末
日
に
落
成
し
て
落

成
式
典
を
執
り
行
い
、現

在
3
3
年
間
に
わ
た
り
活
用
中
で
す
。

 ※
昭
和
6
1
年
3
月
「
ど
ん
ぐ
り
N
o.
1
0
号
」
に
掲
載
さ
れ
た

大
塚
正
吾
会
長
（
当
時
）
の
原
稿
よ
り
抜
粋
。
 

 
 
 
 
 
  
 
（
町
会
長
 
島
田
英
司
）

＝ ＝＝＝
    
朝
日
会
館

朝
日
会
館

朝
日
会
館

朝
日
会
館

と ととと
通
一
丁
目

通
一
丁
目

通
一
丁
目

通
一
丁
目

町 町町町
会 会会会
    
＝ ＝＝＝
    

通
一
丁

目
通
一
丁

目
通
一
丁

目
通
一
丁

目
町
会

町
会

町
会

町
会

編 編編編
    

 
｢
あ

さ
ひ

サ
ロ

ン
｣
は

隔
月

の
日

曜
日
、
朝
1
0
時
か
ら
中
央
2
丁
目

2
-3
4
の
朝
日
会
館
で
通
一
丁
目
町

会
の

お
年

寄
り

(
?
)
が

三
々

五
々

 
体
育
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
し

地
域

住
民

の
交

流
と

健
康

増
進

に
向

け
た

事
業

を
推

進
し

て
お
り
ま
す
。
主
な
行
事
は
、
春
、

は
、
前
々
日
か
ら
の
雨
が
続
き
、

グ
ラ

ン
ド

の
整

備
を

役
員

で
行

い
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
2

秋
開
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
ハ
イ

キ
ン
グ
と
1
0
月
の
ふ
れ
あ
い
体
育
祭
  
そ
の
他
、
協
議
会

の
各

イ
ベ

ン
ト

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

本
年

の
体

育
祭

体
育
部

体
育
部

体
育
部

体
育
部

    

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

活
動

活
動

活
動

活
動

を ををを
通 通通通

じ
て

じ
て

じ
て

じ
て
 

Ｔ
シ

ャ
ツ

を
着

て
体

育
祭

の
余

韻
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
3

位
以
内
を
目
指
し
ま
す
！
 

集
ま
り
賑
や
か
に
日
常
の
話
題
を
お
喋
り
し
て
い
ま
す
！
 

写
真
は
1
0
月
2
0
日
(
日
)の

｢
ふ
れ
あ
い
の
集
い
体
育
祭
｣

後
の
町
会
の
反
省
会
の
様
子
で
す
。
今
年
か
ら
揃
え
た
黄
色
の

（
あ
さ
ひ
サ
ロ
ン
代
表
世
話
人
 
下
山
幸
一
）

楽 楽楽楽
し

く
お

し
ゃ

べ
り

し
く

お
し

ゃ
べ

り
し

く
お

し
ゃ

べ
り

し
く

お
し

ゃ
べ

り
    

こ
ん

な
活

動
を

し
て

い
ま

す
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

ま
す

こ
ん

な
活

動
を

し
て

い
ま

す
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

ま
す

    

千
名
を
越
え
、
得
点
競
技
は
各
町
会
盛
り
上
が
り
の
中
、
無

事
故
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
優
勝
は

緑
ヶ
丘
町
会
、
惜
し
く
も
4
点
差
で
富
里
町
会
が
準
優
勝
で

し
た
。
 

来
年
も
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
企
画
で
、
地
域
の

皆
様
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。
 

（
部
長
 
宍
戸
一
郎
）

あ
さ

ひ
サ

ロ
ン

あ
さ

ひ
サ

ロ
ン

あ
さ

ひ
サ

ロ
ン

あ
さ

ひ
サ

ロ
ン

    

柏 柏柏柏
第

三
小

学
第

三
小

学
第

三
小

学
第

三
小

学
校 校校校
 

 
4
月
1
日
に
柏
第
三
小
学
校
に
着
任
し
ま
し

た
髙
山
邦
美
（
く
に
み
）
と
申
し
ま
す
。
半
年
が

過
ぎ

、
柏

三
小

は
素

晴
ら

し
い

学
校

だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
三
小
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
、

素
直
で
あ
い
さ
つ
が
上
手
で
す
。
立
ち
止
ま
り
、
お
じ
ぎ
を
し
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

何
事

に
も

一
生

懸
命

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

、
高

学
年

が
下

学
年
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
 

 
次

に
、

保
護

者
の

皆
樣

が
学

校
の

た
め

に
活

動
し

て
く

だ
さ

い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
清
掃
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野

を
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
が

携
わ
り
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
 

 
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
が
、「

お
ら
が
三
小
」
と
学
校
を
慕
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
朝
の
体
操
を
校
庭
で

行
っ
た
り
、

散
歩
を
し
た
り
、
休

日
は
公
園
と
な
り
た
く
さ
ん

の
皆
様
が
遊

び
に
き
ま
す
。
ま
た

、
児
童
の
安
全
を
考
え
、
登

下
校
の
見
守

り
を
し
て
く
だ
さ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
 

 
地
域
に
根
ざ
す

、
み
ん
な
が
大
好
き
な
三
小

を
今
後
も
益

々
発
展
し
て
い
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
三
小
に

勤
務
で
き
、
地
域
の

皆
様
と
出
会
え
た
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら

、
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

（
教
頭
 
髙
山
邦
美
）

第 第第第
3
8

3
83
8

3
8
回 回回回
    
ふ

れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

    
体
育

祭
体
育

祭
体
育

祭
体
育

祭
    

体
育
部
（

体
育
部
（

体
育
部
（

体
育
部
（
1
0
1
0
1
0
1
0
月 月月月
2
0
2
0
2
0
2
0
日
）

日
）

日
）

日
）
    

 
前

々
日

ま
で

の
雨

で
開

催
が

危
ぶ

ま
れ

た
体
育
祭
で
す
が
、
大

会
役

員
の

努
力

の
甲

斐
あ
っ
て
、
穏
や
か
な

秋
晴
れ
の
下
、
柏
第
三

小
学

校
校

庭
に

て
開

催
し
ま
し
た
。
 

 
富

里
町

会
と

緑
ヶ

丘
町

会
と

の
激

し
い

優
勝
争
い
の
末
、
富
里

順
位
 

町
会
 

得
点
 

1
位
 

緑
ヶ
丘
町
会
 

4
2
5
 

2
位
 

富
里
町
会
 

4
2
1
 

3
位
 

豊
町
東
町
会
 

3
8
4
 

4
位
 

通
一
・
泉
町
町
会
 

3
6
0
 

5
位
 

豊
町
西
町
会
 

3
3
3
 

6
位
 

栄
町
町
会
 

2
9
4
 

 

町
会
の
3
連
覇
を
阻
止
し
、
緑
ヶ
丘
町
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

7
町
会
か
ら
の
多
数
の
方
が

参
加
し
て
、
各
町
会
の
テ
ン
ト

と
色

と
り

ど
り

の
応

援
の

旗
に

囲
ま

れ
た

グ
ラ

ウ
ン

ド
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第 第第第
3
6

3
63
6

3
6
回 回回回
    
ふ

れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

    
文
化

祭
文
化

祭
文
化

祭
文
化

祭
    

文
化
部
（

文
化
部
（

文
化
部
（

文
化
部
（
11 111
1
11

月 月月月
2 222
日 日日日
, , , , 
3 333
日 日日日
） ）））
    

 
第
3
6
回
文
化
祭
が
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
 

富
里
地
区
の
小
学
校
児
童
や
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
園
児
の
絵
や

書
と
工
作
、
個
人
や
サ
ー
ク
ル

の
絵
画
・
書
･手

芸
・
生
け
花

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
柏
三
小
合

唱
部

の
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

や
柏

マ
ジ

シ
ャ

ン
ク

ラ
ブ

の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
館
前
駐
車
場
で
は
、
7

町
会
に
よ
る
模
擬
店
の
出
店
や
ド

ラ
ム
サ
ー
ク
ル
の
実
演
で
来

場
し
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
 

今
年
は
明
治
2
年
の
豊
四

季
開

拓
か

ら
1
5
0

年
を

迎
え
、「

豊
四
季
1
5
0
年
展
」
と

し
て
年
表
と
地
域
周
辺
の
変

遷
を
写
し
た
写
真
や
資
料
が

和
室
に
展
示
さ
れ
、
来
場
者

が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

料
理

料
理

料
理

料
理

教
室

教
室

教
室

教
室

    

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

（ （（（
11 111
1
11

月 月月月
1
2
1
2
1
2
1
2
日
）

日
）

日
）

日
）
    

野
外
炊

飯
野

外
炊

飯
野

外
炊

飯
野

外
炊

飯
・ ・・・
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
    

児
童

児
童

児
童

児
童

保
健
福
祉
部
、

保
健
福
祉
部
、

保
健
福
祉
部
、

保
健
福
祉
部
、

防
犯
防
災

防
犯
防
災

防
犯
防
災

防
犯
防
災

部
（

部
（

部
（

部
（
11 111
1
11

月 月月月
2
3
2
3
2
3
2
3
日
）

日
）

日
）

日
）
    

 
お
正

月
向

け
の

美
味

し
い
ご

馳
走

を
、

西
部

光
美

先
生
に

シ
ン
プ
ル
な
レ
シ
ピ
で
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
 

 
鶏
団

子
の

つ
く

ね
煮

、
日
の

出
え

び
の

マ
リ

ネ
、

パ
イ
ナ

ッ
プ

ル
き

ん
と

ん
、

キ
ュ

ー
リ
カ

ッ
プ

な
ど

を
作

り
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
食
べ
や
す
く
、
キ
レ
イ
で
日

持
ち
も

す
る

の
で

、
嬉
し

い
で

す
」
、
「
お

餅
が
美

味
し

か
っ

た
で
す
」
と
好
評
で
し
た
。
 

今
回
は

朝
か
ら
あ
い
に
く

の
雨
で
し

た
が
、
大
勢
の
子

供
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

予
定
し

た
行
事
の
屋
外
炊

飯
と
消
火

訓
練
は
中
止
と
な

り
ま
し

た
が

、
変

わ
り

に
、
屋
内
で
の
ゲ

ー
ゴ

ル
ゲ

ー
ム

や
防

災
ビ

デ
オ

の
鑑

賞
を

楽
し

み
ま

し
た

。
ま

た
、
東
部
消
防
署

の
消

防
士

に
よ

る
防

火
活

動
服

と
防

疫
防

護
服

の
着
用
実
技
に
子
供
た
ち
は
興
味
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

お
昼
に

は
子
供
会
の
お
母

さ
ん
と
子

供
た
ち
が
作
っ
た

カ
レ
ー

ラ
イ
ス
と

蒸
か
し
イ
モ
を
堪
能
し
て
、

毎
回
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

を

終
え
ま
し
た
。
 



令
和
元
年
1
2
月
1
日
発
行
 

ふ
る
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通
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令
和
元
年
1
2
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
5
号
(1
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ル

富
里
地

域
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主
な
ス
ケ
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ー
ル
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15
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15
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問
い
合
わ
せ
：
近
隣
セ
ン
タ
ー
 
0
4
-7
1
7
3
-9
5
3
1
 

※
2
0
1
9
年
11

月
2
1
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

近
隣

近
隣

近
隣

近
隣

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

休
館

日
休
館

日
休
館

日
休
館

日
    

1
2
1
2
1
2
1
2
月 月月月
1
6
1
6
1
6
1
6
日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）
    

1
2
1
2
1
2
1
2
月 月月月
2
9
2
9
2
9
2
9
日 日日日
（

日
（

日
（

日
（

日
） ）））
    

～ ～～～
    

1 111
月 月月月
3 333
日

（
日

（
日

（
日

（
金

）
金

）
金

）
金

）
    

1 111
月 月月月
2
0
2
0
2
0
2
0
日
（

日
（

日
（

日
（

月 月月月
） ）））
    

 

た
だ
き
、
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
で
も
避
難

所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
内
、
台
風
1
9
号
の
事
案
で
は
、

セ
ン
タ
ー
で
男
性
2
名
、
ふ
る
さ
と
会
館

で
女
性
2
名
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
ま
し

で
自

主
避

難
所

を
開

設
し

ま
し

た
。
富
里
地

域
に

お
い

て
は
、
豊
町

東
町

会
成

年
部

等
の

皆
さ

ん
に

御
協

力
い

 
今
秋
は
、
台
風
の
襲
来
に
見
舞
わ
れ
甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た
日

本
列
島
。
そ
の
中
で
、
本
市
に
も
影
響
の
大
き
か
っ
た
9
月
の
台

風
1
5
号
、
1
0
月
の
台
風
1
9
号
で
は
、
市
内
全
近
隣
セ
ン
タ
ー

 

～ ～～～
    
低
温
や
け
ど
に

低
温
や
け
ど
に

低
温
や
け
ど
に

低
温
や
け
ど
に
注
意
し
て

注
意
し
て

注
意
し
て

注
意
し
て
    
～ ～～～
 

「
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
」
 

相
談
窓
口
：
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：
1
8
8
 

電
話
：
0
4
-7
1
6
4
-4
1
0
0
 

 

低
温
や
け
ど
 

・
心
地
よ
い
温
度
で
も
長
時
間
体
の
同
じ
部
分
に
触
れ
続
け
て
い
 

る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る
や
け
ど
 

原
因
 

・
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
・
湯
た
ん
ぽ
・
電
気
あ
ん
か
・
こ
た
つ
・
 

 
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
長
時
間
の
使
用
 

症
状
は

ゆ
っ
く
り
進
行
し
、
皮
膚
が

赤
く
腫
れ
る
・
水
ぶ
く
れ

な
ど
の
軽

傷
か
ら
、
皮
下
組
織
が
壊
れ

る
重
症
の
や
け
ど
を
負
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

防
ぐ
に
は
 

・
肌
に
直
接
ふ
れ
な
い
。
 

・
体
の
同
じ
個
所
を
長
時
間
温
め
な
い
。
 

・
タ
イ
マ
ー
を
短
く
設
定
し
、
つ
け
っ
放
し
に
し
な
い
こ
と
 

痛
み
や
違
和
感
が
あ
る
時
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時
 

イ
ベ
ン
ト
名
 

窓
口
 

1
2
月
 
1
8
日
(水
) 

11
:0
0
～
 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
1
3
:3
0
～
 

地
区
勉
強
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
区
社
協
部
会
 

1
月
 

8
日
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
0
:0
0
～
 

富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
11

日
(土
) 

1
0
:0
0
～
 

定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
さ
と
協
議
会
 

 
1
2
:0
0
～
 

新
春
懇
親
会
（
朝
日
会
館
）
 

ふ
る
さ
と
協
議
会
・
防
犯
協
会
 

 
1
4
日
(火
) 

1
0
:0
0
～
 

母
と
子
の
集
い
（
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
 

 
1
5
日
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
1
6
日
(木
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2
0
日
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2
6
日
(日
) 

11
:0
0
～
 

緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
3
0
日
(木
) 

 
日
帰
り
研
修
 

地
区
社
協
部
会
 

2
月
 

1
日
(土
) 

1
0
:0
0
～
 

定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
さ
と
協
議
会
 

 
3
日
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
5
日
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
2
日
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 

た
。

強
風

が
吹

き
荒

れ
る

中
、

一
時

激
し

く
雨

が
叩

き
つ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

し
た

が
、

無
事

に
朝

を
迎

え
帰

宅
さ

れ
る

際
に

は
「

お
陰

で
安

心
し

て
過

ご
せ
ま
し
た
」「

と
て
も
親
切

に
し

て
も

ら
い

感
謝

し
て

い
ま
す
」「

避
難
者
同
士
で

お
話

を
す

る
こ

と
が

出
来

て
、

お
友

達
に

な
り

ま
し

た
」

と
い

っ
た

お
言

葉
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
 

一
方
で
は
「
避
難
所
開
設
の
お
知
ら
せ
は
十
分
だ
っ
た
の
か
」

「
避

難
し
た
く
て

も
、
避
難
所
ま

で
行
け
な
い

人
も
い
た
の

で
は
な
い
か
」「

平
日
の
昼
間
の
対
応
だ
っ
た
ら
、
要
員
を
確
保
で

き
た

か
」
等
々
、

課
題
も
残
さ
れ

ま
し
た
。
私

た
ち
が
気
付

か
な
い

事
項
も
あ
る

と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の

お
声
も
お
聞

か
せ
く

だ
さ
い
。
こ

う
し
た
課
題
は

、
一
つ
一
つ

出
来
る
と
こ

ろ
か
ら
改
善
し
て
い
く
所
存
で
す
。
自
助
･
共
助
・
公
助
、
各
々
の

役
割

が
機
能
し
て

安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
地
域

を
実
現
し
た

い
も
の
で
す
。
 

来
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

発
行
：
柏

市
富
里

地
域
ふ

る
さ
と

協
議
会

・
富
里

地
区
社

協
部
会
 

h
tt
p
:/
/w
w
w
.f
k
-t
om
is
a
to
.n
et
/ 

「
柏

市
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か

ら
南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い

ま
す

。
近

隣
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
、

町
会

の
垣

根
を

越
え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 

編
集
・
制

作
：
広

報
部
 
k
oh
o@
fk
-t
om
is
a
to
.n
et
 
 

お
問

合
せ

：
℡
 
0
4
0
4
0
4
0
4
- ---7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3
- ---9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1（

富
里
近

隣
セ

ン
タ

ー
）

（
富

里
近

隣
セ

ン
タ

ー
）

（
富

里
近

隣
セ

ン
タ

ー
）

（
富

里
近

隣
セ

ン
タ

ー
） 

厚
労
省
・
文
科
省
主
導
で
、
待
機
児
童
対
策
や
児
童
の
安
心

安
全
な
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
新
・
放
課
後
子
ど

も
総
合
プ
ラ
ン
」
の
5
か
年
計
画
が
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
地

域
の

柏
第

三
小
、

豊
小
で

も
放

課
後

の
学

校
生

活
を

充
実

さ
せ

る
べ

く
様
々

な
ク
ラ

ブ
活

動
が

実
施

さ
れ

て
い

ま
す
。
 

富
里
地
域
の
小
学
校
の
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

富
里
地
域
の
小
学
校
の
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

富
里
地
域
の
小
学
校
の
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

富
里
地
域
の
小
学
校
の
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。
    

柏
第
三
小

柏
第
三
小

柏
第
三
小

柏
第
三
小
で
は
運
動
部
・
吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
の
三
つ
の
部

活
が

あ
り

、
年

間
通

し
て

朝
練

習
と

放
課

後
を

中
心

に
行

っ
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
・
返
事
・
部
活
に
か
け
る
思
い
。
こ
の

三
つ
を
大
事
に
し
な
が
ら
，
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一

つ
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

，
全

員
で

次
の

ス
テ

ッ
プ
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
 

【
髙
山
教
頭
先
生
】

豊
小

豊
小

豊
小

豊
小

で
は
、
陸
上
部
・
金
管
ク
ラ
ブ

を
火
/金

曜
日
の
始
業
前

(7
:3
0
か
ら
8
:3
0
ま
で
)と

木
曜
日
を
除
く
週
日
の
放
課
後
3
0

分
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
 

2
0
1
9
年
度
の
活
動
は
 

運
動
部

運
動
部

運
動
部

運
動
部
： ：：：「

ミ
ニ
バ
ス
ケ
教
室
の
柏

市
大
会
」
（
2
戦
2
勝
）
 

「
柏
市

小
学
校

陸
上
競

技
大
会
」（

総

合
4
位
）
 

「
駅
伝
大

会
」
(
2
月
の

柏
市
大
会

に

向
け
練
習

に
励
ん

で
ま
す

。
) 

吹
奏

楽
部

吹
奏

楽
部

吹
奏

楽
部

吹
奏

楽
部

： ：：：
「

千
葉

県
吹

奏
楽

コ
ン

ク
ー
ル
」

(金
賞
：
県

代
表
）
 

子
供
達
か
ら

子
供
達
か
ら

子
供
達
か
ら

子
供
達
か
ら
： ：：：
「
目

標
に
向

か
っ

て
自
分

た
ち
皆

で
一
緒

に
話
し

合
い
、
色
々
な
事
に
挑
戦
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
と
っ
て
も
楽
し

い
で
す
」
各
部
か
ら
同
じ
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
 

柏
第
三
小
学
校
・
豊
小
学
校
 

「
東

関
東

吹
奏

楽
コ

ン
ク
ー
ル

」
（
金
賞

）
他

の
大

会
・

各
種

発
表

会
に
出

場
す
る

。
 

合
唱

部
合

唱
部

合
唱

部
合

唱
部

： ：：：
柏

市
内

の
小

学
校

で
唯

一
継

続

し
て
い
る

部
活
で

す
。「

Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
学

校
音
楽

コ
ン
ク

ー
ル
 
千

葉
県
大
会

」
（
奨

励
賞
）
「
柏
市

小
中
学

校
音
楽

発
表
会

」
出
場

。

「
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

文
化

祭
」

で
発

表
。
 

 

先
生

方
よ

り
先

生
方

よ
り

先
生

方
よ

り
先

生
方

よ
り

： ：：：
「

地
域

の
皆

さ
ん

が
子

供
た

ち
の

部
活

練
習

の
指

導
に

ご
参

加
し

て
頂

け
れ

ば
大

変
助

か
り

ま
す
」
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。
 

陸
上

部
：

陸
上

部
：

陸
上

部
：

陸
上

部
：

ミ
ニ

バ
ス

ケ
は

市
大

会
出

場
に

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

当
て

て
4
月
か
ら
6
月
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
1
0

月
の
大
会
に
向
け
て
、
短
距
離
1
0
0
ｍ
、
8
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
中
距

離
男
子
1
0
0
0
ｍ
女
子
8
0
0
ｍ
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、

ボ
ー
ル
ス

ロ
ー

、
男
女

リ
レ
ー
1
0
0
ｍ
ｘ
4
、
そ

し
て
１

月
末

の
駅

伝
大

会
等

、
生

徒
に

い
ろ

い
ろ

な
種

目
を

体
験

さ
せ

て
い

ま
す
。
大
会
出
場
や
、
隔
週
の
グ
ラ
ン
ド
一
周
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

を
通
じ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
 

【
山
口
先
生
】

金
管
ク
ラ
ブ
：

金
管
ク
ラ
ブ
：

金
管
ク
ラ
ブ
：

金
管
ク
ラ
ブ
：
4
～
6
年
生
3
5
名
に

よ
る

金
管

楽
器

の
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
で

す
。
 

「
ゆ
ず
り
葉
コ
ン
サ
ー
ト
」
他
各
種

コ
ン
ク
ー
ル
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン

ト
で

演
奏

活
動

を
実

施
し

て
い

ま
す
。
 

部
員

同
士
が
仲

良
く
、
先
輩
が
後

輩
を
自
主

的
に
指
導
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
  
 
 
 
 
 
 
【
中
村
先
生
】

子
供
達
か
ら
：

子
供
達
か
ら
：

子
供
達
か
ら
：

子
供
達
か
ら
：「

他
の
学
年
・
ク
ラ
ス
の
生
徒
達
と
一
緒
の
練
習

が
で

き
る
こ
と

が
楽
し
い

で
す

」
、
「

自
分
達
で

目
標
を
立
て

練
習
を
積
み
、
達
成
し
て
い
く
事
に
張
り
合
い
を
感
じ
ま
す
」
 

 父
兄
の
声
：

父
兄
の
声
：

父
兄
の
声
：

父
兄
の
声
：「

自
分
で
目
標
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま

し
た

」
、
「

生
活

態
度

に
メ

リ
ハ

リ
が

つ
く

よ
う

に
な

っ
た

」
、
「

大
会
や
発

表
会
の
時
以
外

に
も
、
練

習
を
参
観

し
た

い
で
す
」
 


	Vol135_A.pdf
	Vol135_B.pdf
	Vol135_B.pdf
	Vol135_A.pdf

